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米国国立医学図書館（NLM）が作成、公開するPubMedは、1997年の公開以来20年
以上を経て、代表的な医学関連分野のデータベースとして今や欠かせない存在とな
った。

PubMedのデザインや機能はこれまでにも何度も変更が行われてきたが、現在、
PubMed labsとして公開されているテスト版のPubMedが、2019年9月より正式な
PubMedとして運用されることが公表された。

新しいPubMedの内容を確認し、以下のような検索行動にどのような影響があるかを
考察した。

検索パターンＡ：Ｇｏｏｇｌｅ型

検索ボックスにキーワードを羅列して入力、検索

［特徴］医師や検索に慣れていない利用者に多い。マッピングに依存。

検索パターンＢ：ＭｅＳＨ活用型

MeSH用語を確認して、それらの組合せで検索

［特徴］図書館員や検索に慣れている利用者に多い。MeSHデータベースに依拠。
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1996年 実験公開開始
1997年 一般公開開始
2002年 Clinical Queriesに

Systematic Reviewが追加
2003年 マッピングにPublication 

Typeが追加
2005年 RSSフィード利用可能
2009年 Auto Suggest機能が追加
2009年 Limits機能がAdvanced 

searchへ統合（デザインの大幅
な変更）

2010年 Abstractが構造化抄録形
式に

2011年 PubMed Mobile（ベータ版）
公開

2012年 Limits機能がサイドバーの
フィルターに変更

2013年 検索結果の表示順に関連
度が追加

2014年 データ更新作業が週5日
から毎日に

2015年 Summary形式表示からス
テータスが削除

2017年 PubMed Labs公開

PubMedの主な動き
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2019年9月から現在のPubMed（現PM）のURL
で、現在のPubMed Labs（新PM）が表示される
ようになり、現PMも残るが、2020年1月からは
利用できなくなる予定。

PubMed Update (May 2019)

PubMed Labsでのテスト

・簡素化とクラウド対応
・利用者のニーズに合わせた既存・新規機能の検証
・高度な検索のプロトタイプのテスト
・ブラウザのパフォーマンスの改善
・モバイル版のデザイン改良

４



5

PubMed Labsの画面例①

“Snippets”（スニペッ
ト）と呼ばれる、抄録
中から検索語に関連
する部分を抜き出し
て書誌情報の下に表
示される。

現在のPubMedでも表
示順のオプションにあ
る“Best Match”（関連
度順）がデフォルトにな
る。
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PubMed Labsの画面例②

個々のタイトルをクリックし
て表示される詳細情報には、
Abstractの下には“ Similar 
articles”（類似文献）や
“ Cited by”（被引用文献）
がデフォルトで表示される。

さらにその下に、
Publication Typeや
MeSHが表示される。
このMeSH用語をク
リックしても、現在のよ
うにMeSH Database
へのリンクは選択でき
ず、MeSH用語での検
索が実行されるのみ。
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PubMed Labsの画面例③

PubMedCentralに全文が収録された文献なら、さらにその下
に 参考文献リストが表示され、Publication TypeやMeSHは
その下に表示される。このあたりも、一般ユーザ、モバイル
での利用を優先した変更と思われる。
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2019年8月現在わかっている変更によって、以下のような影響が考えられる。

検索パターンＡ：Ｇｏｏｇｌｅ型への影響

検索結果の表示順の初期設定が「新しい順」から「適合順」に変わるのは、Google
などのサーチエンジン慣れしたモバイルユーザには便利になる。

モバイルを意識したデザインや機能によって、モバイルによる利用者が増加する。

検索パターンＢ：ＭｅＳＨ活用型への影響

MeSHに関してはほとんど情報がないので、2009年の大改訂のときと同じく、

MeSH DatabaseやMeSH Browserはしばらく現在のまま放置されると思われる。

NLMでは、PubMed labsの公開以後、利用者（主に米国市民）からのフィードバックを
受け付けている。新PubMedのコンセプトとして、Mobileファーストを掲げ、現PubMedの
機能をすべては移行せず、スリム化を図るとしているが、ニーズに応じた以下の改良
を続け、徐々に現PubMedと同じ機能を持ちつつある。ただ、現時点で、LinkOutの打ち
切りや検索結果のMEDLINE形式の廃止など、関係する個々の継続性については確
認と対応が必要である。

2019年1月 検索結果の保存（Save）と電子メール送信（Email）オプションの追加

2019年3月 Advanced Search、History、Search Details機能の追加

2019年4月 Clipboard機能の追加

2019年8月 検索結果の絞り込みのためのFilter機能の拡張
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